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令和２年度 新体制のご挨拶

４月より全農とちぎ・米麦部米穀課も新体制となりました。今年度は下記のとおり職員がお世話になります。
引き続き何卒よろしくお願いいたします。

畔というのは田んぼの土を固めて作る壁の
ことで、田んぼの水が漏れないようにしたり、
モグラやケラが穴をあけないように守ってく
れます。お米はたくさんの水がないと生きて
いけないので畔は田んぼの守護神とも言え
ますね。

代かきは、土起こしした田んぼに水
を張って土を細かく砕いて田んぼの
表面を平らにします。平らにするこ
とで苗が均一に成長するようになっ
たり、雑草が生えにくくなったりと
いいことづくめなんです！

～とちぎ米観察日記～
もうすぐ田植えの時期がやってきます！稲を植えるだけが農家さんの仕事ではないのです。今回
はそんな稲作農家さんのお仕事をご紹介します。

代かき

畔つくり

今までの肥料の播き方では田植え前に播いた後、穂が出る前に「追肥」を行
う必要がありました。この時期はとっても暑い時期に加えて機械が田んぼに
入って作業することができず、手作業で行うことが多くなってました。
しかし！最近では田植え前に肥料をまいてしまえば追肥がいらない肥料がで
きているのです。暑い中長時間外に出て作業がなくなるので熱中症になるこ
ともありません。省力的でとっても楽チンですね♪

©栃木県 とちまるくん

この春より入会しました。

よろしくお願いします！
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※ 問い合わせ先 ※
◆内容に関するご意見、ご質問、ご感想も、是非お寄せください。

ＪＡ全農とちぎ 米穀課 電話：０２８－６１６－８８２０ ＦＡＸ：０２８－６１６－８８２８
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とちぎのお米 う米う米キャンペーン2020

≪キャンペーン情報≫

（一財）日本穀物検定協会が主催する、『令和元年産
米の食味ランキング』にて、栃⽊県産米のコシヒカリ（県北
地区）、なすひかり（県北地区）、とちぎの星（県南地
区）の3品種が、昨年からなんと2年連続の「トリプル特A
評価」を獲得しました︕こんなにおいしいお米を食べられる
のは愛情こめて作ってくれる農家の皆さんのおかげですね♪
そんな感謝の気持ちを込「とちぎのおこめ う米う米キャン
ペーン２０２０」めまして、全農とちぎでは現在、を実施中
です︕「最新型炊飯器」や「栃⽊県産米特Ａ銘柄3種食
べ比べセット」「とちぎゆめポーク」などなど、豪華賞品が当た
ります。ぜひ、とちぎのお米をいっぱい食べて、たくさんのご応
募お待ちしてます。
キャンペーン詳細は「JA全農とちぎ」ホームページにてご確認
ください☆

ただいま、新型コロナウイルスが世界中で⼤流⾏しており、日本でも非常事態宣⾔
が発令されました。⼿洗い・うがいをしたり密閉・密集・密接の3密をさけたりして感染
防止に努めましょう。また、ＪＡ全農とちぎでは3月末から当面の間、開催を予定し
ていたイベント等について、延期・中止といたします。楽しみにされていた皆様には⼤
変申し訳ございませんが、ご理解のほどよろしくお願いします。
こんな時だからこそ、⾃宅でとちぎのおいしいお米を食べたり、家族で一緒に料理を楽
しむのも良いかもしれないですね︕

部員大募集中！！
もぐもぐごはん部では様々な活動を行っています。とちぎのお米を美味しく食べられる創作料理講座や、田
植え・稲刈り体験、その他酒蔵見学やいちご狩りなど家族みんなで参加できちゃう楽しい行事が盛りだくさ
ん！！！とちぎのお米を通して私たちと交流しましょう！

詳しくは「もぐもぐごはん部」で検索！

待ってるよ！


